
第３号 

評
議
員
を
拝
命
し
て  

 
 

  

田
中
信
子  

今
年
度
よ
り
評
議
員
と
い
う
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
元
上
組
・
明
鏡
寺 

門
徒
の
田
中
信
子
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

六
月
に
第
一
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
総
連
盟
の
理
事
（
研
修
委
員
長
）
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
責
務
の
重
大
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
で
す
が
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
教
え
を
喜
び
合

う
評
議
員
さ
ん
と
の
出
会
い
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
智
慧
と
慈
悲
に
包
ま
れ
「
御

同
朋
御
同
行
」
と
手
を
携
え
て
あ
ゆ
む
道
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
今
こ
こ
に
お
参

り
で
き
る
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

九
月
に
「
は
じ
め
て
の
本
願
寺
」
、
十
一
月
に
は
「
第
十
八
回
若
婦
人
中
央
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
願
寺
を
会
場
と
し
て
全
国
か
ら
参
加
の
方
々
と
の
交
流
を
行
い
な
が
ら
浄
土

真
宗
や
仏
婦
に
関
わ
り
を
も
つ
機
縁
と
な
る
よ
う
、
ま
た
次
世
代
を
担
う
若
婦
人

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
教
区
の
皆
さ
ん
か
ら
も
是
非
ご

参
加
下
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
私
た
ち
評
議
員
は
御
恩
報
謝
の
毎
日
の
な
か
で
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇

回
大
遠
忌
法
要
に
向
け
、
ま
た
時
を
お
な
じ
く
京
都
で
開
か
れ
ま
す
第
十
四
回
世

界
仏
教
婦
人
大
会
に
向
け
、
日
本
全
国
、
世
界
中
の
御
同
朋
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で 

 
お
参
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
仏
婦
総
連
盟
北
村
会
長 

 

を
中
心
に
準
備
に
邁
進
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ 

の
時
に
は
新
潟
教
区
仏
婦
連
盟
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多 

数
ご
賛
加
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

評
議
員
会
、
研
修
委
員
会
、
理
事
会
、
世
界
大
会
委 

 

員
会
と
ご
本
山
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

多
く
あ
り
ま
す
が
健
康
に
留
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

合
掌 

 

今
思
う
こ
と 

 

新
潟
教
区
寺
院
女
性
会
連
盟
会
長 

眞
谷
直
子 

 

「母
屋
の
じ
い
ち
ゃ 

分
家
の
嫁
ご 

み
ん
な 

み
ん
な 

お
ま
い
り 

ま
い
り
」 

こ
れ
は
、
仏
教
讃
歌
集
に
あ
り
ま
す
『
ふ
れ
あ
る
き
』
と
い
う
、
在
家
が
お
勤

め
に
な
る
報
恩
講
に
、
近
所
の
方
々
を
お
誘
い
し
て
回
る
歌
の
一
節
で
す
。
軽
快

で
楽
し
そ
う
な
様
子
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
歌
で
す
。 

皆
様
方
は
、
今
年
の
報
恩
講
に
何
人
の
方
を
お
誘
い
な
さ
い
ま
し
た
か
。
私
自

身
は
報
恩
講
を
無
事
勤
め
上
げ
る
こ
と
に
の
み
力
を
注
ぎ
、
ご
案
内
を
差
し
上
げ

る
だ
け
で
あ
っ
た
と
、
反
省
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
私
が
大
役
を
軽
は
ず
み
に
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の

御
蔭
で
教
区
内
の
様
々
な
方
々
と
の
出
会
い
の
縁
を
い
た
だ
き
、
毎
回
教
え
ら
れ

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

教
区
に
は
、
数
多
く
の
団
体
が
あ
り
ま
す
が
、
御
念
仏
に
救
わ
れ
、
御
念
仏
を

相
続
し
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
は
同
じ
は
ず
で
す
。
冒
頭
の
『
ふ
れ
あ
る
き
』
の

よ
う
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
若
い
お
嫁
さ
ん
も
み
ん
な
み
ん
な
お
参
り
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
仏
婦
を
は
じ
め
他
の
団
体
と
も
助
け
合
い
な
が
ら
、
お
手
伝
い

し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
く
ら
ん
ぼ 

 

仏
教
婦
人
会
総
連
盟
理
事 

新
潟
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
評
議
員 

仏
教
婦
人
会
連
盟 

寺
院
女
性
会
連
盟 

合同機関紙 

発行所： 

新潟教区教務所 

長岡市与板町 

与板 4356 

℡(0258)72-2120 

Ｆ(0258)72-2536 
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今 

年 

度 

の 

行 

事 

 
与 
板 

組 
 

○
仏
教
女
性
会 

与
板
組
仏
教
女
性
会
連
盟
研
修
会
「
育
ち
あ
う
い
の
ち
」 

（
二
月
二
十
一
日 

於
・
新
潟
別
院
） 

①
与
板
組
僧
侶
に
よ
る
リ
レ
ー
法
話 

②
音
楽
礼
拝
の
練
習 
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
恩
忌
法
要

の
お
つ
と
め
「
宗
祖
讃
仰
作
法
第
三
種
」 

・
昨
年
ま
で
は
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

若
い
人
た
ち
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
午
前
中
に
、
今
年

か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
、試
験
的
で
す
が
時
間
変
更
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
早
川
） 

 

○
寺
院
女
性
会 

平
成
二
十
一
年
度
与
板
組
寺
院
女
性
会
総
会
（
六
月
四
日
） 

 

「
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
開
催
に
向
け
て
」
研
修
会
（
七
月
十
七
日
） 

・
親
睦
と
し
て
昼
食
を
食
べ
て
か
ら
午
後
の
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
さ
ん
か
ら
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
の
説
明
を
き
き
、

い
く
つ
か
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
際
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。

夢
中
に
な
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

勤
式
研
修
会
（
九
月
七
日
） 

・
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
に
向
け
て
の
宗
祖
讃
仰
作

法
の
お
つ
と
め
の
練
習
を
し
ま
し
た
。 

ま
だ
日
に
ち
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
親
睦
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
院
） 

  

長 

岡 

組 
 

○
仏
教
婦
人
会 

※
西
楽
寺
仏
教
婦
人
会
の
活
動
紹
介 

西
楽
寺
仏
教
婦
人
会
研
修
旅
行
（
五
月
二
十
三
日
） 

・
七
年
に
一
度
の
ご
盛
儀
「
長
野
善
光
寺
」
研
修
旅
行 

バ
ス
で
お
参
り
し
た
が
、
と
て
も
混
雑
し
て
予
定
時
刻
が

遅
く
な
っ
た
。 

第
十
六
回
西
楽
寺
仏
教
婦
人
会
総
会
（
七
月
二
十
日
） 

①
お
つ
と
め 

み
ょ
う
け
い
子
ど
も
会
と
一
緒
に 

②
総
会 

婦
人
会
事
業
・
予
算
に
つ
い
て 

ダ
ー
ナ
に
つ
い
て 

③
お
話 

西
楽
寺
住
職 

④
お
と
き 

⑤
法
話 

「
浄
土
真
宗
は
難
し
い
教
え
？
」 

講
師 

旭
勲
師 

⑥
お
念
珠
づ
く
り 

⑦
恩
徳
讃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
岩
村
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
寺
院
女
性
会 

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
＝
使
用
済
み
ロ
ー
ソ
ク
の
回
収
（
六
月
） 

・
長
岡
福
祉
協
会
へ
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
の
材
料
と
し

て
提
供 

・
仏
壇
店
経
由
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
電
気
の
こ
な
い
地
域

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
活
動
に
参
加
（
十
月
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
＝
町
田
園
施
設
に
於
い
て
、 

毎
月
第
一
木
曜
日
十
時
半
～
十
三
時 

・
入
居
者
の
食
事
介
助
や
タ
オ
ル
・
ナ
イ
ロ
ン
た
た
み
等
の

お
手
伝
い 

研
修
活
動
（
五
月
） 

 

・
全
会
員
に
「
い
の
ち
の
音
が
聞
こ
え
る
」
鈴
木
章
子
さ
ん

の
四
十
七
年
（
本
願
寺
出
版
社
）
の
書
籍
を
配
布 

・【
予
定
】
長
岡
組
主
催
の
聞
法
会
に
参
加
（
毛
利
・
春
日
） 

  

元 

上 

組 
 

○
仏
教
婦
人
会 

元
上
組
仏
婦
連
盟
総
会
（
六
月
六
日 

於
・
了
明
寺
） 

 

講
師 

黒
川
哲
爾
師 

さ
わ
や
か
講
話
会
協
賛
（
七
月
五
日 

於
・
専
徳
寺
） 

 

講
師 

小
野
沢
裕
子
師 

・
他
に
も
連
研
に
参
加
し
、「
み
仏
の
教
え
に
学
ぶ
」
学
習
会
を

や
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
後
半
は
体
調
不
良
で
参
加
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
縁
で
お
役
を
い
た
だ
け
ま

し
た
こ
と
は
感
謝
で
あ
り
ま
す
。
私
が
視
野
の
狭
い
人
間
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
た
く
さ
ん
の
経
験
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ま
ず
健
康
に
感
謝
し
、
今
後
も
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
々

と
と
も
に
参
加
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

（
中
野
） 

 

○
寺
院
女
性
会 

元
上
組
寺
院
女
性
会
連
盟
平
成
二
十
一
年
度
第
一
回
研
修
会 

（
十
一
月
七
日
） 

・
救
命
処
置
講
習
／
参
加
者
七
名 

①
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法 

②
成
人
の
救
命
処
置
法
と
小
児
（
一
才
以
上
八
才
未
満
）

の
救
命
処
置
法
と
の
相
違
点 

③
気
道
異
物
の
除
去
方
法 

（
予
定
）
第
二
回
研
修
会
（
平
成
二
十
二
年
二
月
） 

・
お
念
珠
の
修
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
麻
田
） 

  

三 

条 

組 
 

○
仏
教
婦
人
会
・
寺
院
女
性
会 

三
条
組
み
の
り
会
研
修
会 

（
十
月
三
日
） 

・
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
越
後
七
不
思
議
巡
り 

 

参
加
者
二
十
二
名
（
小
学
生
一
名
） 

田
代
家
（
山
田
の
焼
き
鮒
）
→
西
方
寺
（
鳥
屋
野
の
逆
竹
）

→
昼
食 

【
北
方
文
化
博
物
館
】
→
梅
護
寺
（
八
ツ
房
梅
・

珠
数
掛
桜
）
→
孝
順
寺
（
安
田
の
三
度
栗
） 

 

・
こ
の
行
程
で
み
の
り
会
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
折
り
関
係
の
方
々
よ
り
、
当
時
か
ら
の
「
聖
人

の
偉
徳
」
を
伝
え
る
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
現
代
の
よ
う
に
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文
化
の
発
達
し
て
い
な
い

時
代
に
あ
っ
て
、
天
候
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

徒
歩
で
近
隣
の
村
々
を
布

教
さ
れ
た
聖
人
の
御
苦
労

さ
れ
た
事
を
思
う
時
、
現

在
の
私
と
い
え
ば
、「
文
明

の
豊
か
な
中
に
あ
っ
て
、

不
平
、
不
満
の
絶
え
な
い

自
分
」
を
反
省
し
、「
今
日

一
日
こ
の
様
な
ご
縁
に
あ

わ
せ
て
頂
い
た
事
」
に
感

謝
し
、
帰
宅
い
た
し
ま
し

た
。（
土
田
・
鈴
木
） 

  

地 

蔵 

堂 

組 
 

 

※
浄
専
寺
仏
教
婦
人
会
の

活
動
紹
介 

 

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー 

安
田
温
泉
や
す
ら
ぎ 

（
十
月
四
日
） 

そ
の
他
の
行
事 

茶
話
会
（
毎
月
十
五
日
） 

年
四
回 

境
内
の
草
取
り 

年
一
回 

寺
院
の
お
み
が
き 

（
羽
賀
）  

  

新 

潟 

組 
 

○
仏
教
婦
人
会 

総
会
・
研
修
会
（
六
月
五
日 

於
・
光
林
寺
）
参
加
者
三
九
名 

・
内
容 

講
題
「
浄
土
真
宗
の
歴
史
」 

講
師 

飛
永
賢
一
師
（
長
岡
組
・
西
入
寺
住
職
） 

新
潟
組 

研
修
の
旅
（
十
月
二
十
三
日
） 

・
趣
旨
（
目
的
） 

寺
院
参
拝
と
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
三
二
名 

参
拝
寺
院 

仏
性
山
無
為
信
寺 

（
水
原
）
真
宗
二
十
四
輩

本
座
第
十
一
番 

焼
栗
山 

孝
順
寺
（
安
田
）
越
後
七
不
思
議 

 
 
 
 
 
 

三
度
栗
御
旧
跡 

小
島
御
坊
八
房
山
梅
護
寺
（
小
島
）
越
後
七
不

思
議 

八
ツ
房
梅
・
珠
数
掛
桜 

両
御
旧
跡 

 

・
午
前
中
に
無
為
信
寺
、
孝
順
寺
の
順
で
参
拝
、
そ
の
後
咲
花

温
泉
、
佐
取
館
に
於
い
て
昼
食
。 

豪
華
な
懐
石
料
理
を

賞
味
、
満
腹
の
後
は
、
入

浴
や
お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
梅

護
寺
を
参
拝
し
、
今
年
度

の
研
修
旅
行
は
終
了
し
ま

し
た
。 

 

身
近
な
と
こ
ろ
で
有
意

義
な
研
修
が
出
来
た
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
山
） 

 ○
寺
院
女
性
会 

寺
院
女
性
会
研
修
会
（
四
月
二
十
日 

於
・
光
林
寺
） 

・
昼
食
会
を
兼
ね
た
総
会
の
後
、
与
板
組
雲
外
寺
真
敷
祐
弘
前

住
職
よ
り
、
浄
土
真
宗
の
ご
本
尊
に
つ
い
て
、
そ
の
な
り
た

ち
か
ら
変
還
、
そ
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
、
広
く
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。 

（
九
月
八
日 

於
・
光
林
寺
） 

・
与
板
組
隆
泉
寺
上
戸
聰
住
職
よ
り
、
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
に
つ
い

て
、
連
研
で
の
資
料
を
元
に
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
、
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。 

【
予
定
】（
十
二
月
八
日 

於
・
光
林
寺
） 

・
与
板
組
雲
外
寺
真
敷
祐
弘
前
住
職
よ
り
、
お
話
を
聞
く
予
定

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
眞
谷
） 

  

巻 

組 
 

○
仏
教
婦
人
会 

春
季
仏
教
婦
人
会
（
四
月
十
四
日
） 

・
内
容 

午
前
：
お
勤
め
（
正
信
偈
） 

法
話 

 
 
 

午
後
：
脳
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操 

秋
季
仏
教
婦
人
会
（
十
月
十
四
日
） 

 

・
内
容 

午
前
：
お
勤
め
（
正
信
偈
） 

法
話 

 
 
 
 

午
後
：
親
鸞
音
頭
の
練
習 

脳
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
風
間
）  

○
寺
院
女
性
会 

研
修
会
テ
ー
マ
『
御
文
章
に
学
ぶ
』
講
師 

丸
山
文
雄
師 

・
テ
キ
ス
ト
「
御
文
章
ひ
ら
が
な
版
」） 

四
月
十
六
日
（
木
） 

会
場 

真
浄
寺 

参
加
十
二
名 

 

五
月
十
八
日
（
月
） 

会
場 

長
善
寺 

参
加
十
五
名 

 

六
月
十
六
日
（
火
） 

会
場 

本
念
寺 

参
加
十
三
名 

そ
の
他 

・
十
月
一
日
（
木
）「
新
潟
あ
そ
か
苑
」
に
於
い
て
、
巻
組
ビ
ハ

ー
ラ
法
話
会
の
場
で
コ
ー
ラ
ス
発
表
（
参
加
十
三
名
）
終
了

後
に
昼
食
懇
談
会 

曲
目 

・
礼
讃
歌
・
し
ん
ら
ん
音
頭
・
ひ
か
り
の
な
か
に
・

ふ
る
さ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
頓
所
） 
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《浄
土
真
宗
あ
れ
こ
れ
》 

住
職
等
の
呼
び
方 

私
た
ち
の
教
団
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
は
龍
谷
山
本

願
寺
と
い
い
、
京
都
の
下
京
区
堀
川
通
り
に
あ
り
ま
す
。
本
願

寺
の
住
職
で
あ
り
、
ま
た
教
団
を
統
裁
す
る
人
を
「
門
主
」
と

い
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
「
ご
門
主
さ
ま
」「
ご
門
主
」
と
お
呼

び
し
て
い
ま
す
。
各
宗
派
で
教
団
を
代
表
す
る
人
の
呼
び
方
は

違
い
ま
す
（
因
み
に
真
宗
大
谷
派
で
は
、
呼
び
方
は
同
じ
で
す

が「
門
首
」と
書
き
ま
す
）。門
主
を
引
退
す
る
と「
前
門
さ
ま
」、

門
主
後
継
者
は
「
新
門
さ
ま
」、
門
主
夫
人
は
「
裏
方
」
と
い
い
、

「
お
裏
方
さ
ま
」
と
か
「
お
裏
さ
ま
」
な
ど
と
お
呼
び
し
ま
す
。 

 

一
般
寺
院
の
住
職
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
住
職
の
呼
び
方
は

本
山
と
同
じ
よ
う
に
各
宗
派
で
違
い
、
ま
た
地
方
に
よ
っ
て
も

違
う
よ
う
で
す
。
新
潟
教
区
内
で
は
、
寺
院
の
主
、
寺
院
を
代

表
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
「
院
主
（
い
ん
じ
ゅ
）」
と
呼
ぶ
の

が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
す
。「
ご
院
主
」「
ご
院
主
さ
ん
」「
ご
院

主
さ
ま
」
等
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
住
職
を
引
退
す
る
と
「
前
住

（
ぜ
ん
じ
ゅ
う
）」
と
い
い
、「
前
住
さ
ん
」「
前
住
さ
ま
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
が
、「
老
院
（
ろ
う
い
ん
）」
と
呼
ん
で
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
住
職
後
継
者
は
当
来
（
将
来
）
の
住
職
と
い

う
意
味
で
「
当
院
（
と
う
い
ん
）」
と
い
い
ま
す
。「
ご
当
院
」

「
ご
当
院
さ
ん
」「
ご
当
院
さ
ま
」
等
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
住
職
の
妻
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
厳
密
に
は
少
し

異
な
る
の
で
す
が
、
以
前
は
住
職
の
妻
は
「
坊
守
（
ぼ
う
も
り
）」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
前
提
に
は
住
職
は
男
性
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
当
然
女
性
の
住
職
も

い
ま
す
し
、
女
性
の
い
な
い
寺
院
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
の
問
題
か
ら
『
さ
く
ら
ん
ぼ
』
の
第
二
号
に
も
掲
載

さ
れ
た
よ
う
に
、
坊
守
規
定
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
男
性
で
あ

っ
て
も
、
住
職
の
妻
で
な
く
て
も
坊
守
と
し
て
本
山
の
坊
守
台

帳
に
載
る
人
も
で
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
も
、
現
在
も
住
職
の
妻
は
当
然

の
よ
う
に
、「
坊
守
さ
ん
」「
坊
守
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
坊
守
規
定
に
あ
て

は
ま
る
「
坊
守
」
が
大
多
数
な
の
で
し
ょ
う
が
、
違
和
感
の
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
「
ご
」
を
付
け
「
さ
ま
」
を
付
け
、
丁
寧
す

ぎ
る
気
が
し
ま
す
。私
た
ち
の
教
団
は
同
じ
教
え
を
い
た
だ
き
、

と
も
に
生
か
さ
れ
る
同
朋
教
団
で
す
。
も
っ
と
親
し
み
を
も
て

る
よ
う
に
呼
べ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

※
次
号
へ
続
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
麻
田
克
子
） 

《ア
リ
ガ
ト
ウ
》 

さ
く
ら
ん
ぼ
の
想
い 前

仏
婦
連
盟
会
長 

佐
藤
美
枝
子 

 
今
年
度
か
ら
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
の
役
員
構
成
が
活
動
目

標
で
あ
っ
た
『
門
徒
主
体
の
運
営
』
の
想
い
を
受
け
て
門
徒
の

み
の
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
変
わ
っ
た
の
は
役
員
構
成

だ
け
で
す
。
会
員
は
今
迄
通
り
寺
族
と
門
徒
で
あ
り
、
そ
し
て

共
に
お
念
仏
を
よ
ろ
こ
び
、
み
教
え
を
い
た
だ
く
活
動
の
会
で

す
。
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
活
動
の
案
内
は
お
寺
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。
お
寺
か
ら
門
徒
に
、
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
朋
を
誘
い

あ
い
、
皆
で
仏
婦
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
共
に
育
ち
あ
っ
て
ほ

し
い
・
・
・「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
に
は
、
そ
ん
な
想
い
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ぁ
ー
皆
で
お
寺
の
行
事
、
組
の
仏
婦
、
教
区
行

事
に
楽
し
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
お
み
の
り
の
輪
と

広
が
り
、
仏
婦
活
動
の
活
性
化
、
そ
し
て
お
寺
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
ら
・
・
・
モ
ー
サ
イ
コ
ー
！  

『 

人
生
を 

耕
さ
せ
て
も
ら
う
道 

そ
れ
が
、
お
念
仏 

』 

 

東
井
義
雄 

楽
し
も
う
！ 

 

前
寺
院
女
性
会
連
盟
会
長 

黒
田
吉
佐
子 

雪
国
に
い
ま
だ
訪
れ
な
い
寒
波
を
憂
え
つ
つ
も
、
落
ち
葉
掃

き
が
捗
る
の
に
微
笑
む
。
つ
く
づ
く
身
勝
手
な
私
の
心
の
あ
り

よ
う
に
呆
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
繰
り
返
し
の
日
暮
し
も
、
師
走

と
な
り
あ
と
残
り
少
し
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
、
仏
婦
連
盟
役
員
が
全
員
ご
門
徒
さ
ん
で
の
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
六
月
、
新
門
様
直
属
寺
院
ご
巡
拝
の

お
迎
え
を
し
、
接
待
係
な
ど
緊
張
の
な
か
初
め
て
の
体
験
の
方

も
い
ら
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仏
婦
で
は
、
連
盟
の

活
動
の
他
に
別
院
行
事
の
参
加
等
、
不
安
や
途
惑
う
こ
と
も
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
任
期
中
に
は
第
十
四
回
世
界
仏
婦
大

会
等
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
に
向
け
て
の
行
事
が
数
々

執
り
行
わ
れ
、
他
の
教
化
団
体
と
共
同
し
て
の
活
動
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
寺
院
女
性
会
の
協
力
と
サ
ポ
ー
ト
が
一

層
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仏
婦
・
寺

院
女
性
双
方
の
交
流
の
場
を
設
け
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
親
密

な
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

･･････

と
面
倒
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
が･･･

私
事
で
す
が
、合

同
会
議
や
交
流
会
な
ど
、
ほ
ん
と
に
楽
し
か
っ
た
二
年
間
で
し

た
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の
発
刊
も
生
ま
れ

て
き
た
の
で
す
。 

 

こ
こ
で
新
委
員
さ
ん
達
に
エ
ー
ル
を
ひ
と
言
。 

「
楽
し
ん
で
！
楽
し
ま
な
い
と
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ 

も
っ
た
い
な
い
」 

 

任
期
中
は
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

ご
感
想
・ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
務
所
（さ
く
ら
ん
ぼ
）宛

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 


